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梨
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のおはなし
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秋こ
の
季
節
は
、
一
年
の
中
で
も
果
物
の
種
類
が
一
番
多
い
季
節
で
す
。

な
か
で
も
、
梨
は
種
類
も
多
く
、
早
い
も
の
は
８
月
の
中
旬
か
ら
登
場
し
ま
す
。

幸
水
、
豊
水
、
二
十
世
紀
、
愛
宕
、
新
雪
、
晩
三
吉
・
・
・

山
之
上
地
区
は
、
こ
れ
ら
梨
の
生
産
量
で
県
内
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
濃
加
茂
市
を
代
表
す
る
梨
。

何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
梨
も
調
べ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

山
之
上
産
の
梨
に
つ
い
て
、
ま
る
ご
と
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。



山之上果樹栽培の歴史

上野台地の開発

明治時代、山之上村の上野地区は、上野ヶ原といわれ、
海抜140メートルの広漠とした小松原の原野で、土壌は、
赤色粘土質のやせた土地であった。したがって、農地と
しては利用されず、旧陸軍岐阜部隊の演習地となってい
た。明治末期になって八百津町からの移住者が開田を試
みたが失敗したと言われている。
大正10年ごろ、可児郡今渡の横井光次郎が、本地区有

林を開墾して、柿・梅・栗・桐等を植え付け、経営を始
めたが不成功に終わり、引き上げた。同じころ中之番の
山田仲三郎は、4反5畝歩の水田開発に成功している。
大正13年3月、山之上村佐口の佐口佐太郎（当時25歳）
は、1町歩余りの土地に坪起こし（果樹の苗を植え付け
るため1坪開墾）して、柿の新植を始めた。当時人夫賃
は日当50銭で柿の苗1本が25銭であった。翌14年酒向信

義外5名が続いて入植し、
果樹栽培を行った。当時山
之上村では、上野台地開発
のため耕地整理組合を組織
し、第1次耕地整理分1町9
反歩を昭和7年までに完了
して、広く入植を勧奨して
いた。
昭和5年春、大霜の害が

あり、各地の果樹栽培地帯
は大被害をうけたが、山之上は地勢上その害が少なかっ
た。新聞紙上にこのことが掲載されると、西濃方面や県
内外より入植希望者が急増し、10年後には、上野地区は
64戸となった。
昭和3年、村農会より金20円の助成金を受けて出荷組

合が結成され、5年にはぶどうが初出荷された。当時は、
各自が自転車で多治見・犬山・関・太田などへ木箱にし
て運搬し、売りさばいていた。また、7年秋には、東京
市場へ柿が初出荷された。
梨は、昭和7・8年ごろから新植され、品種は長十郎・

20世紀の2種類で、共同出荷は17年ごろより開始された。

「美濃加茂市史(通史編）」より

まるごと

梨のおはなし

当
時
、
中
之
番
な
ど
の
人
た
ち
は
、
こ
こ
を
通
る
た
び
に
こ
こ
で
一
体
何
が
と
れ

る
の
か
立
ち
止
ま
っ
て
は
話
し
て
た
そ
う
で
す
。
き
っ
と
、
珍
し
が
ら
れ
た
ん
で
し

ょ
う
ね
。

祖
父
に
、
大
八
車
に
乗
せ
て
も

ら
い
古
井
ま
で
買
い
物
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

一
徹
な
人
で
、
親
父
が
果
樹
の

苗
木
を
植
え
た
ら
、
叱
ら
れ
た
と

か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

か
ら
思
え
ば
、（
開
田
を
）
よ
う
や

っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

仲三郎さんについて語る、
山田　尚行さん

山
之
上
の
梨
の
歴
史
は
、
大
正
時
代
の
柿
の
栽
培
よ
り
、
や
や
遅
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
山
之
上
果
樹
園
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
山
之
上
果
樹
園
の
歴
史
を
語
る
と
き
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
人
物
が
い
ま
す
。

今
か
ら
、
80
年
ほ
ど
前
の
大
正
時
代
、
雑
草
の
中
に
１
本
の
稲
穂
を
見
つ
け
て
開
田
に
乗
り
だ
し
た
山
田
仲
三
郎
さ
ん
。

そ
し
て
、
現
在
の
果
樹
王
国
山
之
上
の
先
駆
け
と
な
り
、
柿
を
中
心
と
し
た
果
樹
栽
培
に
乗
り
出
し
た
佐
口
佐
太
郎
さ
ん
。

年
を
経
過
す
る
ご
と
に
、
二
人
の
歴
史
を
語
る
人
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

彼
ら
に
近
い
お
二
人
に
、
そ
の
人
物
像
を
聞
き
ま
し
た
。

祖父は、雑草の中に1本の稲穂を
見つけ開田に乗り出しました。

仲
三
郎
は
、
私
の
祖
父
で
す
。

親
父
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
う
ち
の
祖
父
は
中
之
番
部
落
の
出
身
で
、
昔
こ
の
付

近
を
通
り
古
井
へ
出
か
け
、
そ
の
帰
り
に
雑
草
の
中
に
１
本
の
稲
穂
を
見
つ
け
、
こ

こ
な
ら
畑
が
で
き
る
の
で
は
と
、
開
田
に
乗
り
出
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
あ
た
り
は
、
小
笹
が
生
い
茂
る
土
地
で
、
作
物
は
育
た
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
祖
父
が
開
田
し
た
の
は
４
反
（
約
４
ア
ー
ル
）
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
で
し

た
が
、
今
は
果
樹
園
に
し
て
い
ま
す
。
や
せ
た
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
米
の
収
量
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

山田　仲三郎さん（1875～1957）
年代、場所不詳
（写真提供　山田　尚行さん）
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歴史歴史

山之上でダメなら、ブラジルか北海道
で農業をやるつもりだったようです。一

言
で
い
え
ば
、
祖
父
は
頑
固
で
し
た
ね
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
こ
こ
で
ダ
メ

な
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
北
海
道
で
農
業
を
や
っ
た
だ
ろ
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

昔
か
ら
、
祖
父
は
研
究
熱
心
で
、
今
の
岐
阜
大
学
農
学
部
な
ど
に
よ
く
相
談
に

行
っ
た
そ
う
で
す
。
厳
し
い
時
代

を
生
き
た
割
り
に
は
、
多
趣
味
で

お
茶（
茶
道
）や
お
花
（
華
道
）の
師

範
の
資
格
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
前
か
ら
、
柿
を
東
京
へ
共
同

出
荷
し
て
い
た
関
係
で
、
東
京
の

市
場
へ
も
視
察
に
行
っ
て
お
り
、

東
京
の
話
し
も
、
よ
く
し
て
ま
し

た
ね
。

「
県
下
に
於
け
る
果
樹
栽
培
は
第
一
位
は
本
巣
郡
の
富
有
柿
な
り
之
を
我
山
之
上

村
に
栽
培
す
る
を
思
い
付
き
れ
ば
大
正
十
年
秋
未
だ
浅
い
十
月
な
り
当
時
蜂
屋
村
に

美
濃
輪
十
太
郎
氏
を
訪
い
美
濃
町
の
柿
園
に
見
学
し
節
我
の
山
之
上
村
の
土
質
よ
り

も
悪
い
事
を
見
上
野
原
の
原
野
に
も
柿
栽
培
も
不
可
な
ら
ず
と
思
い
て
家
の
近
所
に

先
ず
其
の
年
の
中
に
二
十
本
の
柿
の
苗
を
植
え
付
け
た
り
」

沿
革
史
並
び
に
年
記
（
佐
口
佐
太
郎
　
著
）
よ
り

佐太郎さんについて語る、
佐口　満昭さん

佐口　佐太郎さん（1898～1988）
梨の出荷作業をしているところ
年代不詳、場所自宅
（写真提供　佐口　満昭さん）

� 耕地整理記念碑　昭和11年8月竣工

▲

古
井
駅
か
ら
東
京
へ
出
荷
さ
れ
る
富
有
柿

写
真
左
端
が
佐
太
郎
さ
ん
（
写
真
提
供
　
佐
口
　
満
昭
さ
ん
）

�昭和15年発行の「日本園芸案内記」には、
山之上の梨が紹介されています。
（酒向　尚道さん蔵書）



当当
時時
、、
1100
歳歳
くく
らら
いい
だだ
っっ
たた
がが
、、

毎毎
日日
親親
父父
とと
開開
墾墾
にに
明明
けけ
暮暮
れれ
たた
ねね
。。

私
の
家
族
は
、
昭
和
５
年
に
入
植
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
入
植
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
一
家
は

毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
、
開
墾
に
明
け
暮
れ
て
い
ま

し
た
。

学
校
も
ろ
く
に
行
か
な
か
っ
た
ら
、
本
地
地
区

の
同
級
生
が
、
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
く
れ
て
ね
。
う

れ
し
か
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
、
小
さ
い
松
し
か
育
た
な
い
所

だ
っ
た
。
夜
に
な
る
と
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
が
、
出

没
し
て
い
ま
し
た
よ
。

そ
う
い
え
ば
、
昭
和
17
・
18
年
こ
ろ
、
今
の
果

実
農
協
の
所
に
、
飛
行
機
が
不
時
着
し
た
こ
と
が

あ
っ
て
、
珍
し
く
て
見
に
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

21
歳
の
と
き
兵
役
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
梨
な

ど
こ
れ
か
ら
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
悔
し
か
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

最最
初初
にに
、、
梨梨
をを
栽栽
培培
しし
たた
のの
はは

瀬瀬
古古
ささ
んん
たた
ちち
だだ
っっ
たた
とと
思思
うう
よよ
。

私
が
こ
こ
へ
来
た
当
時
は
、
す
で
に
佐
太
郎
さ
ん
が
柿
や
ぶ

ど
う
を
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
収
穫
を
手
伝
っ
て
、
七
宗
や
白
川

ま
で
自
転
車
の
後
ろ
に
リ
ヤ
カ
ー
を
付
け
て
、
行
商
に
行
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
売
れ
な
く
て
、
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

梨
を
栽
培
し
は
じ
め
た
の
は
、
瀬
古
さ
ん
や
青
木
さ
ん
と
い
っ

て
、
本
巣
か
ら
入
植
さ
れ
た
人
た
ち
だ
っ
た
と
思
う
よ
。

まるごと

梨のおはなし

か
っ
て
、
梨
を
作
っ
て
い
た
人
の
想
い
。

今
、
梨
を
作
っ
て
い
る
人
の
想
い
。

家
族
が
、
梨
を
作
っ
て
い
る
人
の
想
い
。

一
つ
の
梨
に
も
、
い
ろ
ん
な
人
の
想
い
が
あ
り
ま
す
。

梨
に
つ
い
て
人
々
の
想
い
を
、
う
か
が
い
ま
し
た
。

わたしの家の梨作りわたしの家の梨作り

山之上小学校6年
山田　沙也加さん

私の家では、今、梨の
収穫が始まっています。
収穫できるようになるまでには、いろいろな

仕事がありました。
私が、テレビを見ているときでも、おじいち

ゃんたちは、梨の枝を切ったり袋をかけたりし
ていました。どんなに暑い日でもおじいちゃん
たちは、梨のようすを見に行ったりしていまし
た。
私は、おじいちゃんたちから梨をもらうだけ

なのに、おじいちゃんやおばあちゃんは暑い日
でもがんばっているので大変だなあと思いま
す。
私もこれから、おじいちゃんおばあちゃんを

手伝って梨作りややさいつくりの作業をやって
みたいと思いました。 投 稿 文

自然が相手だけに自然が相手だけに
なかなか思うようになかなか思うように
はできないねはできないね。。

山之上町
福田　稔さん

自然が相手の仕事。
この時期は、台風や大雨が降りはしないかと本
当に気をもむね。
果樹栽培の魅力は、手をかけただけ答えてく

れることかなぁ。
梨を取り巻く環境は、厳しいものがあります。
天候で言えば、温暖化により各産地の出荷時

期が重なり、商品価値が落ちてしまう。逆に、
少し時期が遅れると、寒い地方と出荷時期が重
なります。
果樹経営の難しいところだね。
また、経営者の高齢化も、心配だね。
若い人に魅力ある果樹栽培を、みんなで考え

ていく時期に来ていると思うよ。

子どものころ子どものころ、、親父親父
たちがふるさとへ帰たちがふるさとへ帰
ろかと話していたねろかと話していたね。。

山之上町
青山　名之

みよし

さん

今は、私は果樹園をやっ
ていないが。梨というより
も果樹園への想いはいろいろあるね。
私がここへ来たのは、小学校へ入学したころ

だから、今から68年ほど前になるかな。
今でこそ、ここの土もようなったが、入植し

た人たちは、苦労したと思うよ。
何故かというと、土が酸性だったので土壌改

良からはじめたものだよ。私は、親父について
森山の各家をまわり、生ゴミなどをリヤカーで
回収してきて、開墾したばかりの畑にまいてい
た覚えがある。いわゆる有機農法のはしりとも
いえるものかな。農具も、この赤土独特の粘り
があるから、開墾鍬を特別注文で作ったものだ
よ。
子どもころ、あまりの辛さに、親父たちがふ

るさとへ帰ろかと話しているのを聞いたことが
ある。

主人が主人が、、山之上の幸山之上の幸
水は水は、、おいしいと言おいしいと言
いますいます。。

関市北仙房
石浜　博子さん

今日は、関市から幸水を
買いに来ました。
数年前、美濃加茂出身の

義母さんから、山之上の梨
をおみやげにいただいて、食べたらとてもおい
しかったです。
毎年、この季節になると、数回梨を買いに山

之上まで来ます。
主人は、果物をあまり食べないのですが、山

之上の幸水は、おいしいと言って食べます。
売ってみえるおばさんに聞くと、朝取ってき

たばかりといわれました。新鮮ですね。
たまにスーパーで買うこともありますが、他

の産地の梨には、これほど甘みも、香りもしな
いような気がします。

第2章

想い想い

平岩さん同様、昔の
上野のようすを語れ
る一人

平岩　忠さん（84歳）
開墾当時のことを、語れる
数少ない人です。

佐口　公三さん
（86歳）

� 開墾当時使用されていた農具類
（佐口　公三さん所有）

▲　戦時中の梨畑　

（写真提供　長尾　光紘さん）

▲　昭和35年頃まで使用の出荷用　　
木箱　　
（松尾　恒夫さん所有）
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まるごと

梨のおはなし

作り方
�梨カレー�
1 米は、洗ってざるにあげ、30分位水気を切り、ふつう　
に炊く
2 ニンニク、玉ネギ、ニンジンはそれぞれ小さく刻み、
しめじは根本を切り、ほぐす。
3 貝柱などシーフードは、お好みの大きさで。
4 鍋に油を熱してニンニクを炒め、玉ネギ、ニンジン
を炒め最後にシーフードまたは肉を炒める。
5 しめじを加え、スキムミルク液（スキムミルクと水200
ｃｃを混ぜたもの）入れて煮る。
6 カレールーを加え、かき混ぜとろみをつける。梨は4
つ割りにして芯を取り、皮つきのまますりおろして入
れます。塩・こしょうを加えて好みのとろみになるま
で煮ます。

�梨シェイク�
1 梨は皮をむき、縦六つに割にして、芯を取ってからミ
キサーに入れる。
2 ヨーグルト、牛乳、生クリームを加え、ミキサーにか
ける。
3 氷の小片をミキサーに入れ、ふたをして約１分間ミキ
サーにかける。（分離しやすいので、飲む直前に作ると
よいです。）

梨は、そのまま食べるのが定番ですが、普段の料理に少し趣を変えて

かくし味に梨を使ってみると・・・。

食生活改善協議会のご協力で、調理してみました。

さて、その味は、意外においしく仕上がりました。

材料　　　　　　　　　4人分
米　　　　　　　　　　　　　400ｇ
水　　　　　　　　　　　　　600ｃｃ　
ニンニク　　　　　　　　　　1片
玉ネギ　　　　　　　　　　　200ｇ
ニンジン　　　　　　　　　　100ｇ　　
しめじ茸　　　　　　　　　　100ｇ
シーフードまたは肉　　　　　300ｇ
カレールー　　　　　　　　　適量
こしょう　　　　　　　　　　適量
塩　　　　　　　　　小さじ　1杯
スキムミルク　　　　　　　　40ｇ
水　　　　　　　　　　　　　200ｃｃ
梨　　　　　　　　　　　　　400ｇ

梨 カ レ ー梨 カ レ ー

1 梨カレーと梨シェイク

梨カレーは、梨がカレーをまろやかに
します。
小さいお子さんやお年寄りに、ぴった
りかも。

梨シェイクは、朝の食卓に。
梨の柔らかい酸味が、味を引き締めま
す。
お父さんの二日酔いの朝は、もってこ
いかも。

材料　　　　　　　　　1杯分
梨　　　　　　　　　　　　　1個　
プレーンヨーグルト　　　　　100ｃｃ　
牛乳　　　　　　　　　　　　200ｃｃ
生クリーム　　　　　大さじ　2杯
氷（小片） 適量

梨シェイク梨シェイク

材料　　　　　　　　　4人分
梨　　　　　　　　　　　　　200ｇ
柑きつ類しぼり汁　　大さじ　2杯
ニンニク　　　　　　　　　　1片
ショウガ　　　　　　　　　　1片
玉ネギ　　　　　　　　　　　120ｇ
ニンジン　　　　　　　　　　 60ｇ　　
シイタケ　　　　　　　　　　4枚
ピーマン　　　　　　　　　 60ｇ
パセリ　　　　　　　　　　　適量
牛挽き肉　　　　　　　　　　200ｇ
サラダ油　　　　　　大さじ　4杯
スキムミルク　　　　　　　　40ｇ
水　　　　　　　　　　　　　200ｃｃ
こしょう　　　　　　　　　　適量
塩　　　　　　　　　小さじ　1杯
ご飯　　　　　　　　　　　　880ｇ
しょうゆ　　　　　　大さじ　1杯　　　

梨チャーハン梨チャーハン

作り方
�梨チャーハン�
1 梨は、お好みの大きさに切って、柑きつ類のしぼり汁に浸　
ける。
2 ニンニク、ショウガはみじん切りにする。
3 玉ネギ、シイタケ、ニンジン、ピーマン、パセリもそれぞ　
れ刻む。
4 厚手の鍋に油を熱し、ニンニク、ショウガを炒め、牛挽き
肉、シイタケ、玉ネギ、ニンジンを入れて炒め、火が通っ
たら塩・こしょうを混ぜ、ピーマン、梨の順に入れてさっ
と炒める。
5 ご飯を加え混ぜ、しょうゆを鍋の縁から回し入れ、パセリ
を振り、素早く混ぜてできあがり。

�梨と生野菜のサラダ�
1 梨は、縦四つ割りにして、芯を取り除いて塩水につけ、水
気を切る。
2 他の野菜も冷水でパリッとさせる。
3 梨と野菜サラダを盛りつけ食べる直前に、
ドレッシングをかける。

2 梨チャーハンと梨と生野菜のサラダ
梨チャーハンは、梨が塩のから
さを和らげます。

こんな食べ方がこんな食べ方が・・・・・・

取材先で、うかがいました。

酒の肴　　薄くスライスにして、酢味噌かカラ
シ味噌をつけて食べます。マヨネーズ
も、けっこうおいしいですよ。

味噌漬　　昔は、晩三吉を味噌漬けにして、食
べたと聞いたことがありますよ。咳止
めや、熱とりとして重宝したそうです。

調理された感想は調理された感想は・・・・・・

食生活改善協議会

渡辺　いち子さん
（古井町　写真右）

水谷　明美さん
（加茂川町　写真左）

梨を使った料理は作ったことがなく、どんな味
になるのか不安でしたが、試食してみてそれぞれ
の料理に梨が合うことに驚きました。
カレーは、全体にまろやかになります。
チャーハンは、梨をお好みの大きさに切ること

がポイントですね。
ぜひ、作ってみてください。

第3章

食食

材料　　　　　　　　　4人分
梨　　　　　　　　　　　　　1個　
レタス　　　　　　　　　　　1/4
キュウリ　　　　　　　　　　1本
ミニトマト　　　　　　　　　4個
フレンチドレッシング　　　　適量

梨と生野菜のサラダ梨と生野菜のサラダ
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まるごと

梨のおはなし

昨
年
、
久
々
野
町
は
果
樹
栽
培
50
周
年

を
迎
え
ら
れ
、
そ
の
最
初
に
果
樹
栽
培
を

手
が
け
ら
れ
た
の
が
、
山
之
上
町
出
身
の

亀
山
さ
ん
た
ち
と
聞
き
ま
し
た
が
。

亀
山

は
い
、
こ
の
舟
山
地
区
（
久
々
野

町
）
の
果
樹
栽
培
は
、
私
の
親
父
や
、
本

日
は
、
欠
席
さ
れ
ま
し
た
石
原
茂
樹
さ
ん

の
お
父
さ
ん
た
ち
、
そ
れ
に
七
宗
町
の
人

た
ち
が
、
昭
和
25
年
に
入
植
し
ま
し
た
。

亀
山
さ
ん
が
、
入
植
さ
れ
た
の
は
い
つ

頃
で
す
か
。

亀
山

昭
和
35
年
に
高
校
卒
業
し
て
す
ぐ

で
す
ね
。
私
が
、
来
る
前
ま
で
は
親
父
や

兄
貴
が
す
で
に
入
植
し
て
お
り
、
卒
業
を

待
っ
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
兄
貴

（
山
之
上
町
在
住
、
亀
山
利
昭
さ
ん
）
は
、

私
が
来
る
前
の
３

年
ほ
ど
い
ま
し

た
。そ
れ
以
前
は
、

親
父
（
故
　
亀
山

盛
一
）
が
山
之
上

と
掛
け
持
ち
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
、
見
渡
す
と
一
面
リ
ン
ゴ
な
ど
の
果

樹
畑
で
す
が
、
当
時
の
よ
う
す
は
。

亀
山

来
た
と
き
は
、
か
な
り
未
開
墾
の

土
地
が
あ
り
ま
し
た
。
主
に
20
世
紀
梨
が

植
え
て
あ
り
ま
し
た
。

果
樹
園
地
帯
は
、
こ
の
ハ
ウ
ス
か
ら
山

側
分
だ
け
で
し
た
。
谷
側
に
つ
い
て
は
、

木
が
茂
っ
た
山
で
し
た
。
道
も
当
時
は
、

狭
い
山
道
だ
っ
た
で
す
。
買
い
物
も
麓
の

商
店
ま
で
、
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
、

独
身
だ
っ
た
か
ら
良
い
も
の
の
、
住
む
家

も
、
山
小
屋
み
た
い
な
家
で
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
大
変
で
し
た
。

久
々
野
町
で
20
世
紀
を
始
め
ら
れ
た
の

は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
す
か
。

亀
山

久
々
野
町
の
本
格
的
に
20
世
紀
を

始
め
た
の
は
、
こ
こ
へ
入
植
し
た
親
父
が

最
初
で
す
。
私
が
、
ま
だ
小
学
４
か
５
年

生
の
と
き
で
す
ね
。
親
父
は
、
人
夫
を
雇

い
手
作
業
で
開
墾
し
て
一
本
々
苗
を
植
え

て
い
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昭
和
25
年

ご
ろ
の
こ
と
で
す
。

入
植
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
親
父
た

ち
は
、
幼
木
で
果
実
も
つ
け
な
い
た
め
稼

ぎ
に
な
ら
ず
、
山
之
上
と
久
々
野
を
往
復

し
て
い
ま
し
た
。

私
が
兄
貴
に
か
わ
っ
て
こ
こ
へ
来
た
と

き
に
は
、
梨
と
桃
の
収
穫
は
す
で
に
始
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
出
版
さ
れ
た
「
久
々
野
町
果
樹
誕

生
50
年
記
念
誌
」
を
読
む
と
、
山
之
上
果

樹
園
に
研
修
に
行
か
れ
た
と
あ
る
が
、
お

父
さ
ん
た
ち
が
案
内
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

亀
山

詳
し
い
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

親
父
た
ち
が
案
内
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

入
植
か
ら
50
年
た
ち
、
こ
の
地
区
も
、

入
植
当
時
の
人
が
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
今
は
２
代
、
３
代
目
に
代
替

わ
り
し
て
い
ま
す
。

お
話
を
聞
く
と
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
中
で
も
、
印
象
に
残
る
こ
と

は
・
・
・

亀
山

や
は
り
、
一
番
最
初
が
つ
ら
か
っ

た
で
す
ね
。
挫
折
し
て
果
樹
園
を
止
め
た

い
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
り
ゃ
、

作
業
面
で
か
な
り
重
労
働
で
し
た
か
ら

ね
。
単
身
、
山
之
上
か
ら
来
て
話
し
相
手

も
い
な
い
。
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
重
労

働
の
連
続
で
し
た
か
ら
ね
。
夜
も
、
出
荷

用
の
木
箱
つ
く
り
な
ど
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

山
之
上
に
い
れ
ば
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ

た
青
年
団
活
動
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散

で
き
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、な
に
し
ろ
、

見
ず
知
ら
ず
の
土
地
、
知
ら
な
い
人
ば
か

り
だ
っ
た
か
ら
ね
。
23
歳
か
24
歳
こ
ろ
一

番
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
今
み
た
い
に
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
あ
れ
ば
い
い
け
ど
、
当
時
は

そ
ん
な
も
の
あ
る
わ
け
な
い
し
、
お
店
と

い
っ
て
も
麓
ま
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
時
、
耕
運
機
な
ん
て
無
い
か
ら
ほ
と

ん
ど
、
鍬
一
本
で
手
で
耕
し
た
も
ん
で
す

よ
。農
薬
散
布
も
手
散
布
で
し
た
か
ら
ね
。

亀
山
さ
ん
の
一
番
好
き
な
季
節
は
、
い

つ
で
す
か
。

亀
山

一
番
好
き
な
季
節
は
、春
で
す
ね
。

厳
し
い
冬
を
耐
え
た
木
々
が
一
斉
に
花
を

咲
か
せ
る
季
節
は
何
と
も
い
え
な
い
で
す

ね
。桃
や
リ
ン
ゴ
の
花
が
き
れ
い
で
す
よ
。

最
近
は
、
ア
マ
チ
ェ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
も
多

く
見
え
ま
す
。
そ
の
花
を
み
る
と
、
今
年

も
が
ん
ば
る
ぞ
と
言
う
気
持
ち
に
な
れ
ま

す
。谷

口
さ
ん
は
、
亀
山
さ
ん
と
高
校
の
同

級
生
と
か
。

谷
口

私
は
、
蜂
屋
町
の
出
身
で
、
亀
山

君
と
は
加
茂
農
林
高
校
の
同
級
生
で
し

た
。
夏
は
学
校
帰
り
に
山
之
上
の
亀
山
君

の
実
家
で
先
ほ
ど
の
出
荷
用
の
木
箱
つ
く

り
を
手
伝
っ
て
帰
っ
た
も
の
で
す
。
卒
業

し
て
か
ら
私
は
会
社
勤
め
、
彼
は
す
ぐ
こ

ち
ら
に
来
た
も
の
で
す
か
ら
ほ
と
ん
ど
交

信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ま
た
ま
、
私
が
、
結
婚
し
て
久
々
野

に
来
た
も
の
で
す
か
ら
亀
山
君
に
再
会
し

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
後
も
会
社
勤
め
を

し
て
い
ま
し
た
。
義
父
た
ち
が
茂
谷
地
区

（
久
々
野
町
茂
谷
）
で
農
園
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
義
父
が
、
昭
和
56
年
、
病
に
倒

れ
て
か
ら
跡
を
継
い
だ
わ
け
で
す
。

以
来
、
お
互
い
が
ん
ば
っ
て
今
日
ま
で

き
ま
し
た
。

亀
山
さ
ん
や
谷
口
さ
ん
で
印
象
に
残
る

出
来
事
は
。

亀
山

や
は
り
、
56
豪
雪
（
昭
和
56
年
の

豪
雪
）
か
な
。
当
時
、
主
に
20
世
紀
梨
を

生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
梨
畑
が
雪
に
埋

も
れ
ス
キ
ー
場
の
よ
う
に
な
り
、
木
の
枝

が
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
リ

ン
ゴ
へ
と
栽
培
を
転
換
し
ま
し
た
。
た
し

か
積
雪
が
、
２
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
り
ス

キ
ー
場
で
働
い
て
帰
っ
て
き
て
、
そ
れ
か

ら
雪
お
ろ
し
を
し
ま
し
た
。
屋
根
の
雪
の

上
に
う
さ
ぎ
の
足
跡
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

梨
の
栽
培
面

積
は
、
少
し
に

な
っ
て
し
ま
い

効
率
の
面
か
ら

も
リ
ン
ゴ
に
切

り
替
え
よ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
お
か
げ

さ
ま
で
こ
こ
の
梨
の
フ
ァ
ン
も
け
っ
こ
う

い
る
も
ん
で
す
か
ら
生
産
し
て
い
ま
す
。

山
之
上
と
気
候
の
差
が
あ
り
、
９
月
か

ら
幸
水
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。
山
之
上

と
比
べ
る
と
出
荷
が
、
20
日
ほ
ど
遅
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。

谷
口

そ
う
で
す
ね
。56
豪
雪
の
と
き
は
、

ち
ょ
う
ど
義
父
が
倒
れ
て
経
営
を
引
き
継

い
だ
ば
か
り
で
、
大
変
で
し
た
ね
。

県
知
事
も
被
害
状
況
を
視
察
に
く
る
ほ

ど
で
す
か
ら
、
そ
の
被
害
の
す
ご
さ
が
わ

か
り
ま
す
ね
。

こ
こ
で
、
成
功
し
た
原
因
は
。

亀
山

親
父
た
ち
が
、
こ
こ
で
成
功
し
た

の
は
、
や
は
り
、
山
之
上
で
の
経
験
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
な
け

れ
ば
、
冬
厳
し
い
こ
こ
で
、
耐
え
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
。

谷
口

私
た
ち
の
茂
谷
地
区
は
、
昭
和
45

年
か
ら
果
樹
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

そ
の
と
き
は
重
機
な
ど
で
開
墾
し
ま
し

た
。
亀
山
君
た
ち
が
入
植
し
た
当
時
は
、

本
当
に
仕
事
も
き
つ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。よ

く
こ
こ
ま
で
成
功
し
た
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
、
亀
山
君
や
最
初
に
入
植
さ

れ
た
み
な
さ
ん
の
努
力
の
結
果
が
50
年
後

に
飛
騨
で
一
番
の
果
物
の
産
地
に
し
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

秋の味覚を代表する果物に梨と　　リンゴがあります。梨の産地として山之上町があげられるとすれば、リンゴの産地は飛騨地方、
中でも大野郡久々野町が県下有数　　のリンゴ産地となっています。昨年果樹栽培50周年を迎えた久々野町で、果樹栽培に美濃加茂
市出身の人が深く関わっています。
そのうちのお二人に、久々野町　　における果樹栽培の歴史をうかがいました。

拓　魂拓　魂 ～我、この地に生きる～

第4章

縁縁

こ
の
地
で
成
功
し
た
の
は
、

山
之
上
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

飛
騨
で
一
番
の
果
物
王
国
に
な
っ
た
の
は
、

亀
山
君
や
最
初
に
入
植
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

�　舟山の山麓に広がる舟山地区果樹園一帯（中央）
左斜面が、アルコピアスキー場

▲
　
谷
口
　
昭
さ
ん
（
旧
姓
坂
井
　
蜂
屋
町
出
身
）

（
農
事
組
合
法
人
も
だ
に
農
園
代
表
）

�　亀山　烈さん（山之上町出身）

（農事組合法人舟山果樹出荷組合代表）

▲ 亀山さんが代表の体験型農業施設「フレイバー舟山」
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まるごと

梨のおはなし

山
之
上
の
出
荷
量
は

県
内
の
主
な
梨
の
産
地
と
し
て
は
、

美
濃
加
茂
市
、
大
垣
市
、
真
正
町
が
三

大
産
地
と
い
え
ま
す
。
平
成
11
年
度
、

県
産
の
総
出
荷
量
は
２
、
９
７
０
ト
ン
。

こ
の
う
ち
、
山
之
上
地
区
が
３
４
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
１
、
０
１
０
ト
ン

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
２
位
の
大
垣
市

が
５
９
８
ト
ン
で
す
か
ら
、
そ
の
、
出

荷
量
で
他
地
区
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

山
之
上
の
梨
の
特
長
は

山
之
上
の
梨
の
特
長
は
、
味
に
つ
い

て
い
え
ば
み
ず
み
ず
し
く
て
、
甘
み
が

あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
梨
の
栽
培
に
不
可
欠
な

「
土
・
水
・
光
」
の
条
件
が
揃
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
土
質
は
、
第

３
紀
層
赤
土
の
粘
土
で
品
質
が
良
く
、

果
樹
園
が
標
高
１
４
０
メ
ー
ト
ル
の
台

地
に
広
が
っ
て
お
り
、
光
や
水
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。品

質
は
、
他
の
産
地
は
市
場
出
荷
が

中
心
で
あ
る
た
め
、
早
め
に
収
穫
し
て

い
ま
す
が
、
山
之
上
地
区
は
、
直
売
、

宅
配
が
主
で
あ
る
た
め
十
分
完
熟
し
て

か
ら
収
穫
す
る
こ
と
に
よ
り
梨
本
来
の

味
が
引
き
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
消

費
者
に
好
ま
れ
て
い
る
特
長
だ
と
思
い

ま
す
。

最
近
の
取
り
組
み
は

「
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
利
用
し
た
防
除
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
環
境
問
題
や
健
康
に
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

現
在
、
で
き
る
だ
け
農

薬
散
布
を
抑
え
て
「
安

全
・
安
心
・
健
康
」
な

梨
を
提
供
し
よ
う
と
、

性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
利
用

し
た
減
農
薬
栽
培
を
実

証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
シ
ン
ク

イ
ム
シ
類
、
ハ
マ
キ
ム

シ
類
の
雌
の
「
人
工
フ
ェ
ロ
モ
ン
」
を

ほ
場
（
果
樹
園
地
）
全
体
に
漂
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
対
象
害
虫
の
雄
は
雌
の

居
場
所
を
認
識
で
き
ず
、
繁
殖
を
阻
害

す
る
仕
組
み
で
す
。

現
在
、
５
戸
の
農
家
の
協
力
に
よ
り

実
証
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
い
ま
す
。
ほ

場
を
提
供
さ
れ
た
生
産
者
の
一
人
は
、

「
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
に
対
す
る
効
果
は
抜

群
で
、
害
虫
を
見
な
か
っ
た
こ
と
で
安

心
し
て
農
薬
散
布
を
減
ら
せ
た
」
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
デ
ー
タ

で
は
、
あ
る
程
度
削
減
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て
「
梨
の
産
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」

を
図
り
た
い
で
す
。

今
回
の
取
材
を
と
お
し
て
、
開
拓

者
た
ち
の
苦
労
が
い
か
に
大
変
で
あ

っ
た
か
、
そ
の
一
端
を
か
い
ま
見
た

気
が
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
晩
ま
で
開
墾
に
追
わ
れ
、

開
墾
鍬
の
柄
の
部
分
に
は
、
手
の
形

が
残
っ
た
と
か
。
自
動
車
の
な
い
時

代
、
自
転
車
の
後
ろ
に
、
リ
ヤ
カ
ー

を
付
け
て
各
地
へ
売
り
に
出
か
け
た

と
か
。

上
野
地
区
に
山
田
仲
三
郎
さ
ん
が

入
植
し
て
か
ら
80
年
余
り
。
入
植
当

時
の
よ
う
す
を
語
れ
る
人
は
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
、
梨
の
生
産
量
が
県
内
１
位
の

産
地
と
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
先

人
た
ち
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

果
樹
栽
培
に
か
け
た
先
人
た
ち
の

想
い
を
み
な
さ
ん
に
、
知
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

特
集
す
る
に
当
た
り
、
関
係
者
の

み
な
さ
ん
に
は
、
梨
の
出
荷
で
お
忙

し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

梨
の
成
分
は
、
そ
の
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
分
で
す
。
そ
の

な
か
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

か
ぜ
な
ど
で
、
熱
が
出
た
り
咳
が
ひ
ど
く
て
喉
が
痛
い
と
き

に
、
梨
を
食
べ
る
と
熱
が
さ
が
り
、
喉
の
乾
き
が
止
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
梨
の
水
分
に
、
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

地
方
に
よ
っ
て
は
、
昔
、
果
肉
を
煮
詰
め
た
シ
ロ
ッ
プ
が
重

宝
さ
れ
た
と
か
。

ま
た
、
無
機
成
分
の
カ
リ
ウ
ム
は
、
降
圧
効
果
、
塩
分
を
体

外
に
出
す
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

消
化
酵
素
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
は
、
肉
を
柔
ら
か
く
し
て
、
た

ん
ぱ
く
質
の
消
化
を
助
け
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

焼
き
肉
の
料
理
の
と
き
に
は
、
焼
き
肉
の
タ
レ
に
梨
を
使
っ

た
り
、
食
後
に
梨
の
デ
ザ
ー
ト
が
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

暑
さ
や
疲
れ
な
ど
で
胃
腸
が
弱
っ
て
い
る
と
き
の
疲
労
回
復

作
用
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
リ
ン
ゴ
酸
・
ク
エ
ン
酸
・
ア
ス

パ
ラ
ギ
ン
酸
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

た
だ
の
、
水
分
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
並
ん
で
い
る
と
、
一
体
ど
れ
が
お
い
し

い
の
か
、
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
、
取
材
先
で

お
い
し
い
梨
の
見
分
け
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
っ
た
い
、
お
い
し
い
梨
と
は
・
・
・
。

１

形
　
真
上
か
ら
見
て
、
ま
ん
丸
い
梨
が
お
い
し
い
。

２
　
色
　
皮
の
色
つ
や
が
良
い
の
が
、
ほ
ど
よ
く
熟
れ
て
お
い

し
い
。

３
　
感
触
　
手
に
取
っ
て
み
て
、
皮
が
ざ
ら
つ
い
た
硬
く
斑
点

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
。

以
上
が
、
お
い
し
い
梨
の
見
分
け
方
だ
そ
う
で
す
。

で
も
、
一
番
お
い
し
い
の
は
、
朝
収
穫
し
た
ば
か
り
の
梨
を

山
之
上
で
買
う
の
が
一
番
と
か
。

ど
こ
の
農
園
も
、
み
な
さ
ん
親
切
で
す
よ
。

梨 の 意 外 な 効梨 の 意 外 な 効 能能 おいしい梨とおいしい梨とはは

終 章山山
之之
上上
のの
梨梨
はは
、、

品品
質質
、、
生生
産産
量量
とと
もも
県県
内内
トト
ッッ
ププ
でで
すす
。。

▲ 石川嘉奈子さん
中濃地域農業改良普及センター技師
中濃地域の農家への経営指導や助言を
行っています。

山之上の梨の特長について、生産農家への指導、
助言を行っている石川さんにうかがいました。

▲ 農園の人と、害虫駆除状況について打ち合わせてい　
る石川さん。

ここで、美濃加茂市で作られている数ある梨の中から、主な品種の梨をご紹介しましょう。
さあ、あなたはどれだけわかりますか。

品種名は、欄外にあります。

Ｅ�
昭和34年に名前
が付けられまし
た。8月中旬から
9月上旬にかけて
収穫されます。�
　主力品種の一つ
です。�
　果汁がたっぷり
で甘味があり、酸
味・渋みはほとん
どありません。�

Ａ� Ｂ� Ｃ� Ｄ�
　大正4年に作ら
れました。長十郎
の次に収穫されま
す。�
実は大きく香があ
り、きめ細かい果
肉で長持ちするの
で重宝され、お正
月ごろまで食べら
れます。�

　昭和47年に名
前が付けられまし
た。9月上旬から
下旬に収穫されま
す。�
　柔らかく甘味が
多く、酸味もやや
あります。�
　糖度は、一番あ
るといわれていま
すが、酸味がある
ため、幸水のほう
が甘く感じられま
す。�
　酸味があるので、
サラダで食べても
おいしい。�

　千葉県松戸市で
発見され、明治
37年に名前が付
けられた青梨の代
表です。�
　品質も良く長持
ちします。�
　ある説による
と、民家のゴミ捨
て場から生まれた
品種なのだそうで
す。�

　明治28年ごろ、
神奈川県の当麻家
の梨園で発見され
ました。�
　ご主人の名前が
付けられたこの梨
は、幸水、豊水が
とれるまでは、主
品種でした。�
　実は、甘味もあ
りますが、ザラつ
き感があります。�
�
�

梨 の 品 種 当 て ク イ ズ

答え　Ａ　新高　Ｂ　豊水　C20世紀　Ｄ　長十郎　Ｃ　幸水　 1415


